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対象は健常成人ボランティア 18 例、平均年齢は 31	±	6.1 歳、平均身長は 170	
±	9.9cm、平均体重は 66	±	12kg であった。FFD の平均は 0.47	±	8.7cm、背
筋力の平均は 104	±	30kg であった。	
方法は、約 12kg の段ボールを Stoop	lifting 法での挙上動作を一定のペース
で繰り返す。HAL 未装着で反復作業を疲労により継続困難となるまで繰り返す。
最低 5分間の休憩をはさみ、脈拍・血圧が施行前まで戻った後に HAL 支援下で
行った。	
	
【研究２】ショベリング除雪動作に対する腰部支援用 HAL に関する研究	 	
単群前後比較介入研究	







【研究 3】患者移乗動作に対する腰部支援用 HAL に関する研究	 	
Feasibility	study	
対象は、健常成人ボランティア 19 例、平均年齢は 31	±	5.3 歳、平均身長は









HAL 有りでは	51	±	23mm であった。重量物挙上回数は HAL 無しでの平均は、60	
±	26 回、HAL 有りでは 87	±	53 回であった。作業時間は、HAL 無しでの平均は、




【研究２】腰部自覚的疲労度 VAS は、腰部支援用 HAL 無しでの平均は	75.4	±	
8.9mm、HAL 有りでは	39.8	±	15mm であった。ショベリング回数は HAL 無しで
の平均は、50.3	±	19.9 回、HAL 有りでは	144	±	44.9 回であった。作業時間
は、HAL 無しでの平均は、147	±	57.1 秒、HAL 有りでは 366	±	106 秒であった。





【研究３】男性 14 例が腰部支援用 HAL の有無に関わらず課題を実施できた。4
例（男 2：女 2）では腰部支援用 HAL 支援無しではダミー人形を抱え上げること
ができなかったが、腰部支援用 HAL 支援有りでは抱え上げることができた。女
性 1例でのみ腰部支援用 HAL 支援の有無に関わらず課題が実施できなかった。
腰部支援用 HAL 支援の有無に関わらず課題を実施できた 14 例と腰部支援用 HAL
支援下にのみ課題を実施できた 4例を含む 18 例における腰部疲労度 VAS は、腰















	 本研究では、健常者を対象として様々な運動課題における腰部支援用 HAL 使
用ならびに運動課題の安全性を評価して、さらに腰部負荷の軽減効果と作業量
の向上効果を実証した。腰部負荷の軽減効果の検証から職業性腰痛発生を予防
する取り組みと言える。今後の展望として、すでに職業性腰痛を罹患している
重作業従事者を対象として、腰痛の軽減効果を検証するなど職業性腰痛の治療
を目的としての装着型ロボットの有用性を検証することを検討している。 
 
結論： 
重量物挙上反復作業やショベリング除雪反復作業の重量物取り扱い作業、患
者移乗介助動作の介護作業において腰部支援用 HAL 使用により腰部負荷が軽
減されて作業量が向上することを実証した。 
